




















まえがき

　日本全域における心身障害の発生を早期に予知し,その原因を解明すること

は,厚生行政に直接資する重要な研究である。

　しかし,そのためには,日本の全域をカバーできる産科施設ネットワークを完

成し,これを利用したサーベィランス・システム(監視機構)を確立することが

必要となる。

　我々は,すでに四肢奇形に対し,このネットワークを確立し,その成果を発表

してきた。

　今回は,日本の国際参加に対応しうる様に,この広域サーベィランス・システ

ム(監視機構)の推進と標準化を試みたので報告する。


